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ヨーリス・フーフナーヘルの地誌的景観図 
─「領域の視覚的フレーミング」｠
１）
に向けて
蜷　川　順　子
オルテリウスは『全世界』を描き，フーフナーヘルは巨大な『舞台』の「全世
界」に『諸都市』を与えた。  
ヘンドリクス・ホンディウス彫版のエピグラム２）より 
はじめに
　16世紀の地誌的景観図集の金字塔ともいうべき６巻からなる『世界都市図集
成』 ３）において，地上から眺めた側面図で表される中世的都市図の伝統は，一
掃されたように思われる。ポッパムの言葉を借りるならば「海に向かって突き
出しながら，河川をまたぐように広がっている丘の上で，小塔のある市壁に囲
まれ，ゴシック聖堂や城郭が目立つ」こぢんまりとした都市の景観が見られな
くなり，ヨーロッパはほとんど途切れなくどこまでも変化にとんだ大地の広が
りとして視覚化され，その景色を損ないかねないような仕方で，人々の生活や
活動の有様が散りばめられるようになったのである ４）。
　このような独特の視覚化や，視覚化がもたらした新しい世界観は，編集者で
あるゲオルク・ブラウン（Georg Braun / Bruin, 1541-1622） ５）や，彫版師に
して出版者であるフランス・ホーヘンベルフ（Frans Hogenberg, 1535-
1590） ６）のものというより，景観図の制作に関わった画家や彫版画家たちに由
来するというべきであろう。実際本シリーズは，同じ工房で，共通したスタイ
ルで彫版されたにも拘わらず，構図の点でも配置の点でもデザインや構成上の
統一感を生み出していないため，描かれた都市や町の多くについて，編集者た
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ちは原図を選ぶ余地がほとんど，あるいはまったくなかったことが伺える ７）。
　その一方で，オリジナルの景観銅版画をブラウンのところに送った人物は記
録されているものの，景観図の原図の作者がすべて明らかになっているわけで
はない。ブラウンによれば，自ら都市図を描いて彫版した画家もいれば，実際
に都市を訪れてスケッチした他の人のイメージを彫版した画家もいた。どの景
観図がどちらのタイプのものであるかは判然とせず，イメージ・ソースを詳ら
かにすることを嫌う彫版画家も少なくなかったので，送り主が実際に風景を前
にして描いた人物かどうかは定かではないのである ８）。
　名前が判明している画家の中で，ドイツのパッサウ図（第３巻46）を送った
レオナルド・アーベント（Leonard Abent）やオランダのマーストリヒト図（第
２巻26）を送ったシモン・ベルモント（Simon Belmont）は，他のところで名
前が挙がることはなく，明らかにアマチュアの画家であった。これに対して，
ドイツのシュウェービッシュ・ハル図（第２巻37）を描いたヤン・フェルメイ
エン（Jan Vermeyen, c. 1504-1559），イタリアのメッシーナ海峡図（第６巻
58）を送ったピーテル・ブリューゲル（Pieter Bruegel, c. 1525-1569），スロ
ヴァキアのコシツェ／カシャウ図（第６巻31）やルーマニアのクラウゼンブル
ク／クルジェ図（第６巻41）を送ったエジディウス・ファン・デル・ライエ
（Egidius van der Rye, c. 1597-1605）や，フランスのベチュヌ図（第４巻７）
を送ったクエンティン・ファン・デル・フラヒト（Quentin van der Gracht, c. 
1590-1639）は，程度の差はあれ職業画家や作図家として身を立てていた人物
たちであった ９）。
　こうした中で途切れることなく名前が挙がるのが，ヨーリス／ゲオルク・フ
ーフナーヘル（Joris Hoefnagel, 1542-1601）である。1572年の８月にケルンと
アントウェルペンで同時に『世界都市図集成』第１巻が出版されたとき，ブラ
ウンは，アントウェルペンの地理学者オルテリウス（Abraham Ortelius, 
1527-1598）やニュルンベルクの書籍商コルネリウス・カイモックス（Cornelius 
Caymox, 1540以前 -1598）と並んでフーフナーヘルに対しても，スペインにお
ける景観図を提供したとして謝辞を述べている 10）。
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　本稿では，フーフナーヘルに焦点をあてながらその生涯をたどり，考察に値
するとしてその功績を詳しく論じたポッパムに基づいて，都市景観図の画家と
してのその性格を再確認したい。
１．フーフナーヘルの生涯と画業
　フーフナーヘルの生涯に関する基本的な情報源は，カーレル・ファン・マン
デル（Karel van Mander, 1548-1606）の『絵画の書』と呼ばれた『北方画家
列伝』にある。ここでは，マンデルの記述に後年付け加えられた情報を織り交
ぜながらその生涯を辿ることになるが，ファン・マンデルは，いかに裕福であ
っても子供の手に職をつけさせるというネーデルラント人の慣習が，戦争や亡
命に際してその身を助けることになった好例として，その生涯を語り始め
る 11）。
1-1　アントウェルペン時代　1542-1576年
　オランダ語ではヨーリスと呼ばれるゲオルクは，貨幣鋳造家の娘エリザベ
ト・フェーゼラール（Elisabeth Veselaer）と，裕福な宝石（ダイヤモンド）
およびタピスリ商人だったジャック（Jacques）・フーフナーヘルの息子として
1542年（ファン・マンデルは1545年としている）アントウェルペンに生まれた。
ファン・マンデルによれば，ヨーリスは幼いころから，どんなに禁じられても
絵を描き続け，学校の先生や客人のとりなしでアマチュアとしてならという条
件付きで描画行為が認められたものの，父の職業を継ぐことを強いられていた。
その代わりに文学をはじめ多くを学ぶ機会が与えられ，長じてオルテリウスの
アルバムにラテン語の詩をしたためるほど，博識な人物に成長した。
　若いころは専ら旅をし，1560-1562年にフランス，1563-1567年にスペイン，
1568-1569年にイギリスを訪れている。彼は1569-1570年にアントウェルペンに
戻り，1571年にダイヤモンド商人の娘スザンナ・ファン・オンセン（Susanna 
van Onssen）と結婚した。ファン・マンデルは，旅から戻った彼が画家のハ
ンス・ボル（Hans Bol, 1534-1593）に指導を受けたとしているが，彼自身は
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素描を自習したと述べているため，おそらくは非公式の訓練だったと思われる。
　上記の旅行の間に，訪れた先々で景観を記録した地誌的素描を制作したが，
これらを原画とした銅版画が後に『世界都市図集成』に組み込まれることにな
る。たとえば，1568年にイギリスを訪れた際に制作したナンサッチ宮殿の眺望
は，後に自ら脚色を加えた景観図へと改変され，これを原画とした銅版画が第
５巻１に1582年の日付入りで掲載されている。フーフナーヘルは，『世界都市
図集成』に生涯関わっており，このプロジェクトのエージェントとしても活動
していたらしく，他の芸術家に景観図を注文する一方で，彼自身も60点の挿図
を制作し，その中にはアントウェルペンを去った後に訪れた，バイエルン，イ
タリア，ボヘミアの景観図も含まれている。
1-2　ミュンヘン時代　1577-1591年
　1576年11月にアントウェルペンは，「スペイン暴虐」と呼ばれる出来事にお
いて，スペイン軍に凌辱された。ファン・マンデルは，フーフナーヘルがこの
とき商売で所有していたすべてを失ったと伝えている。政治的にも経済的にも
不安定になったこの出来事に後押しされるかのように，1577年の秋にフーフナ
ーヘルは名もない商人として，高名な地理学者アブラハム・オルテリウスと共
に，アントウェルペンを離れて南へ向かった 12）。
　1577年に訪れたミュンヘンに滞在している間に，彼はバイエルン公ヴィッテ
ルスバッハのアルブレヒト５世（Wittelsbacher Herzog Albrecht V, 1528-
1579）と出会うのだが，画家のミニアチュール数点に眼を通した公は，彼を宮
廷画家として雇うことにした。これが彼の画業における最初の雇用体験となっ
た。ベネチア，ナポリ，ローマを訪れた後 13），フーフナーヘルは1578年の春に
ミュンヘンに戻り，バイエルン公アルベルト５世とその息子ヴィッテルバッハ
のヴィルヘルム５世（Herzog Wilhelm V, 1548-1626）につかえ，1579年から
1591年まで年俸を受け取っている。ただしこのとき受け取っていた年俸は，油
彩で肖像画などを描いていた他の宮廷画家たちに比べるとかなり低く，その代
わりに彼は宮廷以外の仕事を自由に引き受けることができたものと考えられ
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る 14）。
　この安定した期間に彼は，景観図に直接関係するわけではないが，初期の画
業の主要作品を完成させた。それは自然誌に関する４巻からなる挿絵入り本で
ある 15）。火，土，気，水という四元素に基づくタイトルの下，１冊目には四つ
足動物，２冊目には土に関係する爬行動物，３冊目には気に関係する飛行力の
ある動物，４冊目には水に関係する魚という具合に，それぞれの元素に関連す
る生物が精緻に描かれていて，これらは同じころ宮廷で活躍していたアルチン
ボルドの四元素の寓意像を思い起させる 16）。さらに書物全体にわたって，ラテ
ン語のモットー，エピグラム，聖書の詩句が散りばめられ，当時流行し始めて
いたエンブレム集にも似ている。フーフナーヘルは実物を観察して描いたと考
えられているが，実際のところ多くの形象をコンラート・ゲスナー（Konrad 
Gessner, 1516-1565）の本 17）や，アントウェルペンの動物画家ハンス・フェル
ハ ー ヘ ン・ デ ア・ ス ト メ ン（Hans Verhagen der Stommen, 1540/45-c. 
1600） 18）から模写している。これら４巻は，当時知られていた全動物界の全容
を表していると見なされており，そのようなものとして16世紀の科学にとって
重要な記念碑である。その注文に関する資料は残されていないが，かつては神
聖ローマ皇帝ルドルフ２世（Rudolf II, 在位1552-1612）の宮廷に保管されてい
たこともあり，ファン・マンデルは，1000金クラウンで皇帝のためにフーフナ
ーヘルが制作したと述べているが，皇帝が直接の注文主だったかどうかは不明
である。
　ミュンヘンにいた間，彼はチロル伯だったオーストリア大公フェルディナン
ド（Ferdinand II von Österreich, 1529-1595）にも仕え，1581年から1590年に
かけて，ローマのミサ書のトレント公会議版 19）に挿絵を描いた。658ヴェラム・
フォリオを綴じたこの書物全体に，自然のモティーフや混成的なグロテスク模
様のボーダー装飾が施されている。とくにカレンダーの装飾には，季節のアト
リビュートとして，小型のゲーム盤や楽器や動物その他が見られる。こうした
イメージの多くは，それらが添えられた特定の宗教的テキストやパトロンに関
係したエンブレム的な内容をもち，フーフナーヘルは「エンブレムで飾った者」
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という意味のサインを施している 20）。彼は，このプロジェクトを遂行している
間に，インスブルックにいる大公フェルディナンドを断続的に訪問していたよ
うである。
1-3　フランクフルト，そしてウィーンヘ　1591-1601年
　フーフナーヘルは1591年にルドルフ２世の宮廷に入り，1591年から1594年ま
でフランクフルト・アム・マインに定住した［図１］ 21）。ここで彼は皇帝のた
めのカリグラフィーのモデルブック Mira calligraphiae monumenta に挿絵［図
２］を描いた。このモデルブックは，ルドルフの父マクシミリアン２世のため
に1571-1573年の間に，カリグラフィーの大家にして帝室写字家であったゲオ
ルク・ボクスケイ（Georg Bocskay, 1575没）によって著わされたものであ
る 22）。この書物を飾る多彩なイメージ世界は，花や動物，皇帝の個人紋章（イ
ンプレーザ），神話，肖像，都市景観，戦闘場面などを含んでいて，すべてが，
地上の卓越した権力者にして，カトリックの擁護者である皇帝ルドルフ２世の
栄光を称えている。様式的に見ても，フーフナーヘルの写本挿絵では視覚的に
もっとも優れたものの一つで，ボクスケイの燃え上がるようなカリグラフィー
図１　J. フーフナーヘル《昆虫のいる花の静物》羊皮紙に素描，水彩，筆，16.1 
x 12 cm，アシュモレアン美術考古学博物館，オクスフォード，1594年
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の周りを，独特の仕方で取り囲んでいる。1594年にフーフナーヘルはフランク
フルトからウィーンに移り，そこで1601年に没した。
図２　J. フーフナーヘル　ゲオルク・ボクスケイ『カリグラフィーのモデル
ブック』挿絵，美術史美術館，ウィーン，1591－1594年
２．フーフナーヘルの景観図
　すでに述べたように，大公や皇帝に仕えて独特の写本挿絵制作をおこなって
いた間も，フーフナーヘルは『世界都市図集成』のために67点におよぶ景観図
を供給し続けた。以下，ポッパムにしたがって地域ごとに彼の景観図を概観し
てみよう。
2-1　スペイン
　彼がまだアマチュア画家であった1561年から1577年の間に描いたスペインの
町の景観図を彼自身が脚色して彫版の原図としたもののうち，第１巻に５グラ
ナダ，６エシハ，７サン・セバスティアンの３点が見られる。第２巻には，３
アラマ，４アンテケラ，５ベレツ・マラガがあるベヘル・デ・ラ・フロンテラ，
６イェレツ・デ・ラ・フロンテラのあるコニル，７ロハの８か所が，第３巻に
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は５ネブリサとセテニル，第４巻には３オスナとマルチェナが同じ版にある，
第５巻には５カディス（６にもある），７セビリア，８イェレナのあるサン・
ファン・デル・プエルト，９アルチドナ，10アルカンタラとカベサスのあるロ
ス・パラシオス，11ハルダレスとカルタマ，12ボルノスとサアラ城（２回），
13グラナダ，14アルハンブラ，15トレド，16サンタンデルの17か所が含まれて
いる。トレドとサンタンデル以外はすべて，フーフナーヘルがスペインでもっ
とも多くの時間を過ごしたアンダルシア地方の景観である。1564か1565年の年
記があり，北岸のサンタンデルの景観には1567年と記載されている 23）。スペイ
ンの諸都市の図の中には，1600年頃まで彫版されなかったものもあるが，その
原図は1563年から1567年までの間に作成されている 24）。
　これらの都市のうちセビリア 25）は，バイエルンにおけるフーフナーヘルの
雇用に際して特別な意味があった。画家は，フッガー家からの誘いもあってア
ウクスブルクに向かうオルテリウスに伴って激動のアントウェルペンを後にし
たのだが，二人にバイエルン公のコレクションを見せようとミュンヘンに案内
したアドルフ・オッコ（Adolf Occo）の手紙に，高名な地理学者に付き沿って
いる人物の手になるセビリアの風景画のすばらしさを記したくだりがある。こ
の手紙に誘われるかのようにそれを実見した公は，その絵を買い上げて彼を雇
うことにした。このときに公が感嘆したセビリア図は，しばらく行方不明にな
った後に発見された，1573年の年記とフーフナーヘルのサインのあるミニアチ
ュール［図３］ではないかと考えられている。実際のスペイン旅行で作成した
と思われるスケッチを脚色した現実的な風景描写と，博識と教養に裏打ちされ
た寓意表現とが組み合わせられて，宮廷好みの見事な一点になっている。
　画面では，高いところから川越しに眺望する後景にセビリアの街並みが捉え
られ，聖レアンドロや聖イシドロ教会の塔が見える。前景には，散歩したり，
馬に乗ったり，狩りをしたりする人々の姿がある。この景観図全体を中景とす
るかのように，幻想的で多義的なモティーフが組み合わされた枠が，それを取
り囲んでいる。ヴィグナウ─ヴィルベルクは，小さな色斑を用いて緻密に描か
れているのでタペストリのような印象を与えるが，金細工師や貨幣鋳造家とさ
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れる画家の母方の祖父は，タペストリ商人でもあったと考えられるので，枠取
りは画家に馴染みの形式ではなかったかと見なしている。16世紀半ばのフラン
ドル・タペストリの枠装飾とも共通するところのある形式ではあるが，彼は本
来単なる装飾に過ぎなかった枠を寓意的意味に満ちあふれるものとしたのであ
る 26）。
　次のイタリアの諸都市に顕著に見られるような，現実の正確な景観に，古代
の神話的な，エンブレム的な要素を組み合わせた図は，都市の伝説上の創設者
であるヘラクレスが描かれたカディス［図４］に見られる。すなわち，向かっ
て左に「西インド」からのグレートハウンド犬，右にペルーからのカササギを
従えてネメアのライオンを押さえつけているヘラクレスの頭上には，1564年に
捕獲されたと伝えられる魚が空中に浮かんでいる。また，もう一つのセビリア
の図［図５］では，蜂に囲まれた姦婦や巨大な鹿の角を被った姦夫が，愚鈍さ
を意味するロバに載せられ引き回されて公的な罰を受けている場面を描いて，
その道徳的メッセージを伝えようとしている 27）。
図３　J. フーフナーヘル《寓意的枠のあるセビリアの眺望》羊皮紙に水彩，グアッ
シュ，21.6 x 32.3cm, 王立アルバート一世図書館，ブリュッセル，1573年
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2-2　イタリア
　ポッパムがあげているフーフナーヘルによるイタリアの景観図は，第３巻，
図４　J. フーフナーヘル《カディスの眺望》羊皮紙にペン素描，灰茶インク，水彩，
36.2 x 49cm, アルベルティーナ美術館，ウィーン，1564年
図５　J. フーフナーヘル《セビリアの眺望》羊皮紙にペン素描，灰茶インク，水彩，
37.1 x 51.5cm, アルベルティーナ美術館，ウィーン，1593年
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第４巻の，50ペザロ，53ベレットリ，54テッラチーナ，55モラ（フォルミア），
56ナポリ湾，57クマエ，58フォーラム・ヴルカニ，60ベネチア，62フォンディ，
63トレビーゾとアクアペンデンテ，64ノチェーラとカステルヌオーボ，65ポジ
リッポのグロッタとナポリ湾である。これらは1577年から翌年にかけておこな
ったイタリア旅行に際して描かれたもので，部分的にオルテリウスが同行した
行程があった。この素晴らしい人物に同行して旅することを誇らしく思ってい
たことは，景観図に地理学者を描き入れていることから伺える 28）。
　ペザロ図で手前から奥へと歩いていく後姿の二人が当の二人だと言えなくも
なく，ベレットリ図の右端に立って議論をしているような二人はオルテリウス
とフーフナーヘルだと見なされることもあるが 29），ポッパムは彼らが最初に見
られるのは，1578年２月１日に描いたティボリ図だとしている。ここでは，離
れたところにいるガイドの手招きにしたがって，切り立った崖を慎重に下って
いる二人が描かれている［図６］。また，モラ（フォルミア）図ではその海岸
に海に向かって二人が横並びで立ち，オルテリウスは画家に景色の美しさを指
し示しているようである。バイアの景観［図７］は，豊穣の角や，通常よりも
図６　《ティボリ（ポッツォーリ）の景観》J. フーフナーヘル原画『世界都市図集成』
第３巻52
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二倍は大きいと言われる果物や花々を吊るした花綱からなる枠装飾に囲まれて
いて，カルトゥーシュによると，各地を共にした旅を記念した地理学者へのオ
マージュであることがわかる 30）。
　現実に捉えられた風景描写と，場所にまつわる伝承や文学など記憶に基づく
プロットが組み合わされた例として，クマエの巫女の洞窟とアヴェルノ湖の景
観のページ［図８］をあげることができる。カルトゥーシュの記述によると，
地理学者と画家が，湖の名前の語源と，この場所の意味を論じている。彼らは，
この場所が地獄の入り口と考えられていたためにヴェルギリウスがかつて詩に
謳ったような，「鳥のいない」を意味するアオルノス　a-ornos を語源とした
アヴェルノス Avernos 湖では，もはやないと記している。これに関連して，
死んでいるのではなく生きていることを示すために，フーフナーヘルが湖に泳
ぎ出た５羽のカモを指さしたり，カナの洞窟の下の方でおぼれた犬がラゴ・ダ
グナノで救出されたりしているという遊び心あふれるプロットも加えられてい
る 31）。
　ポッツォーリ近郊の硫黄鉱山を描いたフォーラム・ヴルカニ［図９］ 32）には，
再びオルテリウスとフーフナーヘルと思われる二人の旅人の姿がある。硫黄噴
図７　《ポッツォーリとバイアの景観》J. フーフナーヘル原画『世界都市図集成』
第３巻56
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出孔がある火山のクレーターの現実的な描写が，寓意的な枠によって取り囲ま
れ，上部左右に蹄鉄型のカルトゥーシュが描かれている。左側には，この場面
が現実そのままに描かれていると記され，右側には，この場所の伝説や科学的
図８　《クマエの巫女の洞窟とアニャーノ湖の景観》J. フーフナーヘル原画『世界
都市図集成』第３巻57
図９　《硫黄鉱山（フォーラム・ヴルニカ）》J. フーフナーヘル原画『世界都市図集
成』第３巻58
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な情報を伝えている。蹄鉄を打ち付けている釘はフーフ（ひずめ）ナーヘル（釘）
という画家の名前をもじったもので，場面を取り囲む枠から伸びだしている二
人の怪物がこれらの蹄鉄を打ち出したものと思われる。彼らはさらに，鉄床に
載せた釘を打ち付けようとしているが，そこには画家の名前ゲオルグのラテン
名ゲオルギウスという銘が刻まれている。鉄床の前面には DUM EXTENDAR
（私が広げられるまで）という彼のモットーが見える。左の怪物は，悪と罰の
痛みを意味するアザミを口にくわえた，愚かさを象徴するロバの姿をしている。
右の怪物は，髪の毛が蛇になった乳房の垂れ下がった老婆で，メドゥーサ的な
妬みを表しているようである。ここで強調されているのは，ヨーリスが愚かさ
と妬みによって苦しみながら鍛えられているということであろう 33）。ポッパム
は若いころ現場で制作した簡単なスケッチに1580年ころに手を加えた脚色版だ
としている 34）。同じスケッチを元に作成されたと思われる1578年頃の円形画が
残されており，そこでは立ち上る煙が強調されている。夫人に現場を説明する
男性は，この硫黄鉱山の所有者であろうか，精錬作業に従事する労働者の姿も
見える 35）。
　立ち上る煙は，1578年の日付をもつベネチア図［図10］のドージ宮の火災場
図10　《ベネチアの景観》J. フーフナーヘル原画『世界都市図集成』第５巻59
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面にも見られ，フーフナーヘルは，1577年に現場でドージ宮の火災を目撃した
と記している 36）。時事的な場面の中でも火事の描写は，ブリューゲルがヒエロ
ニムス・コックの依頼でアルプス越えの行路をとって目撃しスケッチした《カ
ラブリオの火事》のように，実際にその場面にいたことを証明する常套表現の
ような役割を担っているのである。
2-3　その他
　その他フーフナーヘルが描いた景観図として，フランスのものが７点，イン
グランドの３点の都市と宮殿，ネーデルラント，ドイツ，ハンガリーがそれぞ
れ１点ずつ，オーストリアの３点がある。フランスでは，ルアン（第１巻10，
ただしここに見られるニームやボルドーは他の画家の手になる）ブラモン（第
２巻17），ビエンヌのあるリヨン（第５巻19），モンレリーや巨岩があるポワテ
ィエ（第５巻18）やトゥール（第５巻20）が描かれている。これらはすべて，
1561年のフランス旅行の際に最初に描かれたものであるが，ポワティエのみに
年記がある。イングランドでは，オックスフォードとウィンザ （ー第２巻２），
ナンサッチ宮殿（第５巻１），ネーデルラントでは，1595年１月22日にオルテ
リウスに宛てた手紙の中でブラウンが言及しているアントウェルペン（第５巻
27），ドイツのミュンヘン（第４巻43），ハンガリーのラーブ（ギョール，第５
巻54）に加えて，オーストリアのランズフット（第３巻45），グムンデン（第
５巻53）インスブルック（第５巻，58）がある 37）。
　署名のない作品もフーフナーヘルのものである可能性があり，ポッパムは参
事会員ルマクル・ド・ランブール（Remacle de Limburg）から送られたとさ
れるリンビュルフ（第２巻18）も，様式的に見て彼の手になると見なしてい
る 38）。
３．結びに代えて～フーフナールの景観図の特徴
　『世界都市図集成』に景観図の原画を提供するにあたって，フーフナーヘル
は若いころの写生スケッチを描き直しただけでなく，特徴的な人物や装飾を加
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えている。このようにして銅版画のための下絵素描を仕上げる際に，すでに述
べたような宮廷画家として洗練させたマニエリスト的な幻想やウィットを加
え，急激に後退する遠近法や装飾的なカルトゥーシュも用いたのだが，同時に，
写生で捉えた高度な地誌的正確さも保持し続けて，17世紀オランダ風景画の現
実主義的な傾向も放棄しなかった。実際のところ，これら景観図の第一義的な
目的は，同書の編集者であったブラウンの方針にしたがって，地域の地誌的，
歴史的解明という側面が強かったのである。
　造形的な特色としてまず指摘できることは，フーフナーヘルが，第１巻の多
くの絵地図に見られるような鳥瞰図的景観ではなく，ヨアヒム・パティニール
（Joachim Patinir, c.1480-1524）やコルネリス・マセイス（Cornelis Matsys, 
1508-c. 1556）やピーテル・ブリューゲルなど，彼に先行する画家たちが描いた，
高みから大地の広がりを捉えるような俯瞰的，時には鳥瞰ともいえるような想
像上の高みからその広がりを捉えていることである。また中景に市壁のあるア
ラマの町を捉えた景観図（第２巻３）では，遠景の山脈のいただきに，渦巻く
雲がかかり，ブリューゲルの壮大なパノラマ的風景画にもっとも接近している。
そのような高みや広がりの中に捉えられているという設定にも拘わらず，彼は
対象をできるだけ綿密に正確に描き出そうとしている。これは彼の目指すとこ
ろであったのかもしれないが，一定のシステムにのっとって描かれているので
はなく，気に入った細部を描出することに囚われて，そこに素朴な喜びを感じ，
夢中になっているようにも感じられる。ここに彼の景観図の魅力と弱点がある
とポッパムは述べる 39）。
　フーフナーヘルは，たとえマニエリスム的ではあっても，ティツィアーノ
（Tiziano Vecellio, 1488/1490- 1576）やドメニコ・カンパニョーラ（Domenico 
Campagnola, c. 1500-1564）やジロラモ・ムツィアーノ（Girolamo Muziano, 
c.1532-1592）に端を発し，ルドヴィコ・ポッツォセリャート（Ludovico 
Pozzoserrato, c. 1550-1604/1605）やパウル・ブリル（Paul Bril, 1554-1626）
のような同時代のローマ在住の風景画派のマニエリスムとは無縁であり，彼ら
が強めた，ムードや感情を記録する手段としての風景画という発想は，彼が目
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指すところではなかったのである。
図版出典一覧
G．ブラウン，F．ホーヘンベルフ編集『16世紀世界都市図集成』，柏書房，1994年  
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Thames and Hudson, 1997 図２
Stephan Füssel, ed., Georg Braun and Franz Hogenberg, Cities of the world : 230  colour 
engravings which transformed urban cartography 1572-1617  = Civitates orbis terrarium, 
Köln: Taschen, 2015 図４，図５
Thea Vignau-Wilberg, “Joris Hoefnagels Tätigkeit in München,” Jahrbuch der 
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１）本研究は，三菱財団による2017年度人文科学研究助成に基づいて行うものである。以下，
前掲論文を指示する場合は，著者名または書名の最初の語に出版年を付した。本稿のカタ
カナ表記に関して，地名は，ブラウン別冊1994の索引標記に，おおむねしたがった。人名
は，森洋子，若桑みどり編『世界美術大全集15　マニエリスム』小学館，1998年などを参
考にした。
２）R.A. スケルトン（長谷川孝治訳）「16世紀　世界都市図集成　解説」，G．ブラウン，F．
ホーヘンベルフ編集『16世紀世界都市図集成』別冊，柏書房，1994年，17-54頁．フーフ
ナーヘルの肖像に添えられたエピグラムは，同書31．
３）G．ブラウン，F．ホーヘンベルフ編集『16世紀世界都市図集成』第１集，第２集，別
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（1936），183-201, esp., 183.
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図帳ではプロテスタントの彫版者ホーヘンベルフと協力した。ブラウンについては，スケ
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７）同書 , 29.
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９）Ibidem.
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Künstler aller Zeiten und Völker, Bd. 73, Berlin: De Gruyter, 2012, pp. 512-515; Lee 
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Macmillan, New York: Grove's Dictionaries, 1996, pp. 618-620; etc．
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向かったのである。Thea Vignau-Wilberg, “Joris Hoefnagels Tätigkeit in München,” 
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ラポロ』については，拙著『聖心のイコノロジー─宗教改革前後まで』関西大学出版部，
2017年，12-13頁を参照。
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